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１．研究目的･内容

認知症群を鑑別するための自動診断アルゴリズムおよびこれに基づいた臨床システムを構築すること

を目的とする。また、そのために必要となる認知症例を含むデータを収集する。診断アルゴリズムに

は、FDG PET、アミロイドイメージング、タウタンパク質の各 PET 画像、MRI 画像と、各種心理指

標、患者の日常性に対する調査情報といった画像以外の情報を組み合わせることで、精度を確保する。

また、アルゴリズムには、アルツハイマー病(AD)の診断で成果が上がっている人工知能アルゴリズム

を使用する。加えて、患者の日常性に関する情報を、診断アルゴリズムに適した形式で家族より収集

するための、インタビュー手法を開発することで、診断性能の改善を図る。認知症診断で求められる、

レビー小体型認知症、側頭前頭型認知症は、症例数の確保が問題となるが、国内で臨床及び研究的に

認知症の画像診断を活発に実施している近畿大学 PET センターを主体とし、他の施設(東京都健康長

寿研 PET 及び東北大学 PET を予定)に協力を仰ぐことで臨床データを確保する。

２．研究経過及び成果

2018 年度は、認知症を初めとする脳変性疾患への AI アルゴリズムの可用性を検討した。一応の成果

を得たことから、英語論文として 2019.6 に投稿した。又、AI アルゴリズムは、識別性能が良好で有

ることが利点だが、千程度の学習データが必要であり、認知症診断において、これは実用上致命的で

ある。特にレビー小体型認知症は認知症全体の 10%程度であることから、臨床的に無視することは出

来ない一方で、学習のための十分空症例の収集は困難である。そこで、少数の実データに基づいて、

特徴量空間におけるデータの分布を推定することを通して実データに類似したデータを人工的に生成

するためのアルゴリズムである Generative Adversarial Network (GAN)の適用を検討したところ、PET
の実画像に類似した画像を得るに至ったことから、その結果を、2019 年 11 月に松山で開催される日本核

医学会大会で発表する。又、多施設研究の実現に向けて、東京都老人総合研究所及び東北大学 PET 施設と

の検討を開始し、科研費の基盤研究 B に共同で申請した。尚、本科研費は採択されなかったが、A 評価で

あったことから、2020 年度もその獲得に向けて再度申請する。インタビュー手法については、検討を進め

ている。

３．本研究と関連した今後の研究計画

計算資源の制限から、3D 画像として PET 画像の合成が出来なかった。しかし、その後の文献調査よ

り、計算資源の効率化に関する先行研究が幾つか見つかったことから、それらを実装し、3D 画像とし

ての合成系の作成を進める。これが実現できれば、実画像と合わせることで、少数症例の認知症に対

しても AI が適用可能となることが期待できる。又、インタビュー手法の検討を本格化する。
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